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年齢と伴に有病割合は増加した。両調査時でLSS陽性者 (A群)Iま、 174名中 56名











LSS除性の 10.0%は、 LSS陽性となった。また、 LSSは腰痛特異的QOLに影響を与えて
いた。健康関連日OL!まLSSの経時的変化と関係なく、 SF-36偏差得点は、すべての群
で初年度と比較し追跡時の全下位尺度で同等または低下していた。硬膜管面積は、 G
群と D群の聞で、L3/4レベルでのみ有意差が認められた。この事実から LSS患者では、
L3/4レベルが責任高位となる可能性が示唆された。


